
２ ０ ２ １ 年 度 事 業 報 告 書 

 

法人の名称  認定特定非営利活動法人 ＡＩＤＳネットワーク横浜 

 

１ 事業の成果 

①  一般社会に対する教育、啓発活動 

ア 第２８期ボランティア学校開催、ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜参加事業 

性・ＳＴＩ・ＡＩＤＳについての一般市民に対する啓発及び、電話相談員の養成・

研修を目的に開催している。しかし、２０２１年度は新型コロナウィルス感染症の拡

大のため、会員、及び会員から紹介のあった相談員希望者のみを対象として開催した。 

   新たな電話相談員の獲得につながった。また、ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜では 

１講座をオンライン開催とし、多くのエントリーがあり、高い評価を得た。 

イ 出前講座講師派遣事業 

若者、社会人を対象とした啓発活動として行っており、社会人２、高等学校２、中

学校４から依頼があり、感染予防として、少人数での複数回講演、校内オンラインで

の講演など、状況、要望に柔軟に対応して実施した。 

広く性教育的な内容を含めた内容は好評であり、講演後の質問に対して、すぐに文

書で回答をしていることも信頼につながっている。 

  ウ 行事積立金事業 

    昨年度で積立を終え、創立３０周年に向けて検討を開始した。 

 

②  電話相談事業 

毎週水曜日夜間と土曜日の午後に開催しており、横浜市より一部委託を受けている。

８月に新型コロナウィルスによる時間短縮はあったが、休止とすることは無かった。 

マスコミでの情報減から正しい知識が浸透していないだけでなく、ＳＮＳの正誤と

りまぜた情報に惑わされている状況が見られる。電話相談での匿名対話形式は、徒な

不安感を解消し、ストレスを緩和するには最適な手段である。 

③ ニュースレターの発行、他団体との交流及び広報活動 

ア ニュースレターの発行 

２２３～２２５号の３回の発行を行った。本法人の活動の報告、各種の研修会や講

座の報告、書評、講座の情報などを掲載した。 

イ ホームページ公開、更新事業 

  ＨＩＶ／ＡＩＤＳの理解と予防啓発、共生社会に向けての活動を行った。ニュース 

レターをアップし、更新していることで、一般に向けてのＨＩＶ／ＡＩＤＳについて 

の啓発、研修の機会となっている。広く閲覧されているようで、問い合わせ、資料請 

求などがあった。 

④ この法人の目的を達成するために必要な活動（管理部門） 

ア 財務部 

賛助会費を含む寄付金の獲得と受付に努めた。 

イ 事務局 

特定非営利活動に係る事業に必要な諸手続き、調整、連絡などを行い、活動の立案・

情報交換・調整を行う運営委員会を８月を除く毎月開催した。 
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２ 事業内容 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① 一般社会に対する教育、啓発活動に関する事業 

 

ア 第２８期ボランティア学校開催、ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜参加事業 

  （昨年度の２８期が中止となったため、期数は２８のままとした。） 

・内   容  ５日間１０講座を開催 

８月 ７日（土） 「ＨＩＶと妊産婦への切れ目のない支援」 

水主川 純（東京女子医科大学）（オンライン） 

９月 ４日（土） 「やさしくＳＴＩと免疫」 

堀尾 吉晴 （ＡＩＤＳネットワーク横浜事務局長） 

「いろいろな性」 

安達 倭雅子（“人間と性”教育研究協議会幹事） 

９月１８日（土） 「ＨＩＶの検査」 

佐野 貴子 （県衛生研究所）（オンライン） 

「感染者、患者の看護と介護」 

宮林 優子 （横浜市民病院感染症科看護師） 

１０月 ９日（土） 「ＨＩＶ陽性者の現状と課題」 

高久 陽介 （ジャンププラス） 

「感染者・患者の生活とソーシャルワーカーの役割」 

中野 恵寿美 （横浜市大付属病院Ｓ．Ｗ．）  

１０月２３日（土） 「ＨＩＶの治療について」 

小島 賢一 （荻窪病院臨床心理士） 

「カウンセリング講座」 

小島 賢一 （荻窪病院臨床心理士） 

・場   所： ８／７のオンラインは東京女子医大、横浜ＹＭＣＡ、本法人事務

所の三か所を、９／１８のオンラインは衛生研究所と技能文化会館

とを繋いだ。９月１８日は横浜市技能文化会館。他は、神奈川県労

働プラザ。 

・従事者人員  延べ 36 人 

・受益対象者  本会会員、一般市民希望者、 延べ約 200 人 

・支 出 額  424,358 円 

 

イ 出前講座事業 

・内   容  学生、成人に対する啓発講演活動。成人２，高校２、中学４から

要請があり実施した。成人１はオンラインで実施。 

・日   時  通年。要請により実施。 

・場   所  要請者が指定する場所。 

・従事者人員  延べ 17 人（打ち合わせ含む） 

・受益対象者  中・高生徒、社会人 約 1,500 人 

・支 出 額  110,953 円 

 

  ウ 行事積立金事業 

    ・昨年度で積立は終了し、２０２２年の創立３０周年に向けて検討を開始。 

    ・支 出 額   0 円 
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② 電話相談事業 

・内   容  一般市民からのＨＩＶ、ＡＩＤＳにかかわる電話相談。 

        一回につき、相談員２名が３時間担当した。 

        相談員研修として、事例検討会などを５回実施した。 

・日   時  毎週、水（18:00～21:00）、土（15:00～18:00） 計９８回 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  延べ 253 人（事務作業、研修活動を含む） 

・受益対象者  一般市民 380 人 

・支 出 額  263,851 円 

 

③ ニュースレターの発行、他団体との交流及び広報活動に関する事業 

ア ニュースレター発行事業 

・内   容  会員・関係者に対して、本法人の活動、様々な情報を発信。 

・日   時  年間３回発行 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  延べ 7 人 

・受益対象者  会員および関係団体。次のイにより一般市民多数。 

イ ホームページ公開、更新事業 

・内   容  不特定多数の方を対象として、ホームページを随時更新し、ニュ

ースレターや、様々な情報を公開。 

・日   時  通年 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  延べ 4 人 

・受益対象者  一般市民多数 

・ア、イの支出額計  30,474 円 

 

  ④ この法人の目的を達成するために必要な活動（管理部門） 

     ・内   容  会計・書類作成・提出などの事務的業務。運営委員会による、企

画・調整業務。 

・日   時  通年 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター内法人事務所 

・従事者人員  延べ 71 名 

・受益対象者  一般市民多数 

・支 出 額  360,752 円 


